
自分たちのまちのこと、自分たちで考え、
自分たちでつくる～たつせがあるまちづくり

「気づいたら、まちのこと考えてた。」

「なでラボ」の本質は独自の視点を持ち、本気で

楽しみながらまちづくりを担っていくこと。特別

なことではなく日常的な当たり前のことと捉えて、

自分たちのやりたいこと、できることを「地域が

必要とすること」につなげていく

～１０年後、２０年後を見据えた人材を育むことを

目指した取組はきっと今につながっている。

「地域共生ステーション」

市の計画案も予定調和なシナリオで進めることもな

く、ワークショップに集まった市民が「自分たちの地

域にはどのような場が必要なのか？」

対話を繰り返し、イメージをふくらませて、つくって

きた。オープンから１０年、地域にとって、なくてはな

らない居場所になっている。

「リニモテラス」

市の総合計画の構想から１０年以上を経て生ま

れた「新たなつながりをデザインする場」。

これまでの公共施設のように用途を限定せず、

市民が本当に必要とする施設をみんなで悩み

ながらつくってきた。

公園もルールを決めつけず、音楽もマルシェも

焚き火もできる。「やりたい」という想いを形に

できる場はこれからも変わり続ける。

長久手市　たつせがある課１２年の軌跡

西小校区共生ステーション～普段の風景

市が洞小校区共生ステーション～学生＆まちづ
くり協議会

リニモテラス公益施設
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